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(57)【要約】
　デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接続を制御する
ための装置および方法を説明する。その方法は、ユーザ
入力に応答して第１の状態に入るステップ（５２５）で
あって、第１の状態は、回路のうちの一部に電力供給す
る、ステップと、信号の存在を検出するステップ（５３
０）であって、信号は、デバイスから、ディスプレイデ
バイス上での表示のために出力されるべき信号である、
ステップと、信号の存在が検出された場合、受信された
信号を出力する回路に電力供給する第２の状態に入るス
テップ（５４５）と、を含む。その装置は、その装置を
第１の状態に置くユーザ入力を受信する、スタンバイ処
理回路（３２０）と、第１の状態において信号の存在を
検出し、信号が検出された場合、その装置（３００）を
第２の状態に置く信号を提供する、受信回路（３６２）
と、第２の状態で動作できる処理回路（３６０）であっ
て、第２の状態においてディスプレイデバイス上での表
示のために信号を出力する、処理回路（３６０）と、を
含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法（５００）であって、
　ユーザ入力に応答して、デバイスにおける第１の動作状態に入るステップ（５２５）で
あって、前記第１の動作状態は、前記デバイス内の回路のうちの一部に電力供給する、前
記ステップと、
　前記デバイスへの入力部で受信された信号の存在を検出するステップ（５３０）であっ
て、前記受信された信号は、前記デバイスから、ディスプレイデバイス上での表示のため
に出力される、前記ステップと、
　前記信号の存在が検出された場合、前記デバイスにおける第２の動作状態に入るステッ
プ（５４５）であって、前記第２の動作状態は、前記受信された信号を出力する回路に電
力供給する、前記ステップと、
を含む、前記方法（５００）。
【請求項２】
　前記デバイスが前記第２の動作状態にあるとき、前記デバイスへの前記入力部で受信さ
れた前記信号の存在を決定するステップ（５５０）と、
　前記信号が前記デバイスへの前記入力部にもはや存在しないと決定された場合、前記第
１の動作状態へ戻るステップ（５２５）と、
を更に含む、請求項２に記載の方法（５５０）。
【請求項３】
　前記第１の動作状態はアクティブスタンバイであり、前記第２の動作状態は信号パスス
ルーである、請求項１に記載の方法（５００）。
【請求項４】
　ある時間期間中に前記デバイスへの前記入力部で前記信号の存在を検出しなかった後に
、前記第１の動作状態から第３の動作状態に入るステップ（５４０）であって、前記第３
の動作状態は、前記デバイスへのユーザ入力に必要とされる回路のみに電力供給する、前
記ステップを更に含む、請求項１に記載の方法（５００）。
【請求項５】
　前記第３の動作状態はディープスタンバイである、請求項４に記載の方法（５００）。
【請求項６】
　前記信号は、高精細度マルチメディアインターフェース（ＨＤＭＩ）信号である、請求
項１に記載の方法（５００）。
【請求項７】
　前記ＨＤＭＩ信号は、前記デバイスへのＨＤＭＩインターフェースを介して接続された
コンテンツソースデバイスから受信される、請求項６に記載の方法（５００）。
【請求項８】
　前記検出するステップは、前記ＨＤＭＩ信号における家電通信（ＣＥＣ）インターフェ
ース信号およびプラス５ボルト電力信号のうちの少なくとも一方の存在を検出するステッ
プを含む、請求項６に記載の方法（５００）。
【請求項９】
　前記ＣＥＣインターフェース信号は、前記第２の動作状態においてＨＤＭＩ信号処理回
路をパワーオンするために使用される、請求項８に記載の方法（５００）。
【請求項１０】
　前記第１の動作状態における前記回路のうちの前記一部は、ユーザ入力回路および信号
受信器回路である、請求項１に記載の方法（５００）。
【請求項１１】
　前記受信された信号を前記デバイスから出力する前記回路は信号処理回路である、請求
項１に記載の方法（５００）。
【請求項１２】
　ユーザ入力に応答して、第４の動作状態に入るステップ（５２０）であって、前記第４
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の動作状態は、前記第１の動作状態、前記第２の動作、および前記第３の動作状態のうち
の１つから入り、前記第４の動作状態は、前記デバイス内のすべての回路に電力供給する
、前記ステップを更に含む、請求項１に記載の方法（５００）。
【請求項１３】
　前記デバイスは、前記第４の動作状態において、ネットワークから信号を受信し、前記
信号をディスプレイデバイス上での表示のために提供することができるが、前記第１の動
作状態、前記第２の動作状態、および前記第３の動作状態のいずれの１つにおいても前記
ネットワークから信号を受信することができない、請求項１２に記載の方法（５００）。
【請求項１４】
　前記第４の動作状態はパワーオンである、請求項１３に記載の方法（５００）。
【請求項１５】
　装置（３００）であって、
　スタンバイ処理回路（３２０）であって、ユーザから入力を受信し、前記入力は、前記
装置を第１の動作状態に置く、前記スタンバイ処理回路（３２０）と、
　前記スタンバイ処理回路（３２０）に結合された信号受信回路（３６２）であって、前
記第１の動作状態において、前記信号受信回路（３６２）で受信された信号の存在を検出
し、前記信号の存在が検出された場合、前記装置（３００）を第２の動作状態に置く信号
を提供する、前記信号受信回路（３６２）と、
　前記信号受信回路（３６２）およびスタンバイ処理回路（３２０）に結合された信号処
理回路（３６０）であって、前記第２の動作状態で動作できるが、前記第１の動作状態で
動作できず、前記第２の動作状態において、ディスプレイデバイス上での表示のために前
記信号受信回路（３６２）で受信された前記信号を出力する、前記信号処理回路（３６０
）と、
を備える、前記装置（３００）。
【請求項１６】
　前記信号受信回路（３６２）は更に、前記第２の動作状態にあるとき、前記入力部で受
信された前記信号の存在を決定し、前記スタンバイ処理回路（３２０）は、前記信号が前
記入力にもはや存在しないと信号受信回路（３６２）が決定した場合、前記装置（３００
）を前記第１の動作状態に置く、請求項１５に記載の装置（３００）。
【請求項１７】
　前記第１の動作状態はアクティブスタンバイであり、前記第２の動作状態は信号パスス
ルーである、請求項１５に記載の装置（３００）。
【請求項１８】
　前記スタンバイ処理回路（３２０）は更に、前記信号受信回路（３６２）がある時間期
間中に前記入力部で前記信号の存在を検出しない場合、前記装置（３００）を前記第１の
動作状態から第３の動作状態に置き、前記第３の動作状態は、前記信号受信回路（３６２
）をパワーオフする、請求項１５に記載の装置（３００）。
【請求項１９】
　前記第３の動作状態はディープスタンバイである、請求項１８に記載の装置（３００）
。
【請求項２０】
　前記信号は、高精細度マルチメディアインターフェース（ＨＤＭＩ）信号である、請求
項１５に記載の装置（３００）。
【請求項２１】
　前記ＨＤＭＩ信号は、前記デバイスへのＨＤＭＩインターフェースを介して接続された
コンテンツソースデバイスから受信される、請求項２０に記載の装置（３００）。
【請求項２２】
　前記信号受信回路（３６２）は、前記ＨＤＭＩ信号における家電通信（ＣＥＣ）インタ
ーフェース信号およびプラス５ボルト供給信号のうちの少なくとも一方の存在を検出する
、請求項２０に記載の装置（３００）。
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【請求項２３】
　前記ＣＥＣインターフェース信号は、前記第２の動作状態においてＨＤＭＩ信号処理回
路（３６０）をパワーオンするために使用される、請求項２２に記載の装置（３００）。
【請求項２４】
　ユーザ入力回路を更に備え、前記ユーザ入力回路は、ユーザから入力を受信し、前記ユ
ーザ入力回路はまた、前記第１の動作状態で動作できる、請求項１５に記載の装置（３０
０）。
【請求項２５】
　前記スタンバイプロセッサー（３２０）は、ユーザ入力に応答して前記装置を第４の動
作状態に置き、前記第４の動作状態は、前記第１の動作状態、前記第２の動作、および前
記第３の動作状態のうちの１つから入り、前記第４の動作状態は、前記装置（３００）内
のすべての回路に電力供給する、請求項１５に記載の装置（３００）。
【請求項２６】
　前記装置（３００）は、前記第４の動作状態において、ネットワークから信号を第２の
信号受信回路において受信し、前記信号をディスプレイデバイス上での表示のために提供
するが、前記第１の動作状態、前記第２の動作状態、および前記第３の動作状態のいずれ
の１つにおいても前記ネットワークから信号を受信することができない、請求項２５に記
載の装置（３００）。
【請求項２７】
　前記第４の動作状態はパワーオンである、請求項２５に記載の装置（３００）。
【請求項２８】
　装置（３００）であって、
　ユーザ入力に応答して、第１のスタンバイモードで動作する手段（３２０）であって、
前記第１の動作状態は、前記装置（３００）内の回路のうちの一部に電力供給する、前記
手段と、
　前記装置（３００）への入力部で受信された信号の存在を検出する手段（３６２）であ
って、前記受信された信号は、ディスプレイデバイス上での表示のために提供される、前
記手段と、
　前記信号の存在に応答して、信号パススルーモードで動作する手段（３６０）であって
、前記信号パススルーモードは、前記受信された信号を出力する回路に電力供給する、前
記手段と、
を備える、前記装置（３００）。
【請求項２９】
　前記デバイスが前記第２の動作状態にあるとき、前記デバイスへの前記入力部で受信さ
れた前記信号の存在を決定する手段と、
　前記信号が前記デバイスへの前記入力部にもはや存在しないと決定された場合、前記第
１の動作状態へ戻る手段と、
を更に備える、請求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項３０】
　前記第１の動作状態はアクティブスタンバイであり、前記第２の動作状態は信号パスス
ルーである、請求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項３１】
　ある時間期間中に前記デバイスへの前記入力部で前記信号の存在を検出しなかった後に
、前記第１の動作状態から第３の動作状態に入る手段であって、前記第３の動作状態は、
前記デバイスへのユーザ入力に必要とされる前記回路のみに電力供給する、前記手段を更
に備える、請求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項３２】
　前記第３の動作状態はディープスタンバイである、請求項３１に記載の装置（３００）
。
【請求項３３】
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　前記信号は、高精細度マルチメディアインターフェース（ＨＤＭＩ）信号である、請求
項１に記載の装置（３００）。
【請求項３４】
　前記ＨＤＭＩ信号は、前記デバイスへのＨＤＭＩインターフェースを介して接続された
コンテンツソースデバイスから受信される、請求項３３に記載の装置（３００）。
【請求項３５】
　前記検出する手段は、前記ＨＤＭＩ信号における家電通信（ＣＥＣ）インターフェース
信号およびプラス５ボルト電力信号のうちの少なくとも一方の存在を検出することを含む
、請求項３３に記載の装置（３００）。
【請求項３６】
　前記ＣＥＣインターフェース信号は、前記第２の動作状態においてＨＤＭＩ信号処理回
路をパワーオンするために使用される、請求項３５に記載の装置（３００）。
【請求項３７】
　前記第１の動作状態における前記回路のうちの前記一部は、ユーザ入力回路および信号
受信器回路である、請求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項３８】
　前記受信された信号を前記デバイスから出力する前記回路は、信号処理回路である、請
求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項３９】
　ユーザ入力に応答して、第４の動作状態に入る手段であって、前記第４の動作状態は、
前記第１の動作状態、前記第２の動作、および前記第３の動作状態のうちの１つから入り
、前記第４の動作状態は、前記デバイス内のすべての回路に電力供給する、前記手段を更
に備える、請求項２８に記載の装置（３００）。
【請求項４０】
　前記デバイスは、前記第４の動作状態において、ネットワークから信号を受信し、前記
信号をディスプレイデバイス上での表示のために提供することができるが、前記第１の動
作状態、前記第２の動作状態、および前記第３の動作状態のいずれの１つにおいても前記
ネットワークから信号を受信することができない、請求項３９に記載の装置（３００）。
【請求項４１】
　前記第４の動作状態はパワーオンである、請求項４０に記載の装置（３００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書にその全体が組み込まれている、２０１４年３月１０日
に出願された米国特許仮出願第６１／９５０，４５５号明細書の利益を主張するものであ
る。
【０００２】
　本開示は、一般に、オーディオ／ビデオ接続および信号処理を含むデバイスに関する。
より具体的には、本開示は、特にデバイスが低電力モードで動作しているときに、デバイ
ス間のオーディオ／ビデオ信号の接続を制御するための装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　この項は、以下に説明される本実施形態に関係し得る技術の種々の特徴を読者に紹介す
ることを意図している。この説明は、背景情報を読者に提供して、本開示の種々の特徴の
より良い理解を促進するために役立つと考えられる。したがって、この観点からこれらの
記述が読まれるべきであることを理解されたい。
【０００４】
　多くのホームエンターテイメントデバイスは、利用可能なメディアコンテンツを受信お
よび／または処理する能力を有するだけでなく、ホームネットワーク内の他のデバイスと



(6) JP 2017-515334 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

通信する機能を有する。これらのデバイスは、しばしば、セットトップボックス、ゲート
ウェイ、テレビ、ホームコンピュータ、メディアコンテンツプレーヤなどを含むがこれら
に限定されない。更に、これらのデバイスの多くは、異なるタイプのホームネットワーク
ならびにデバイス間通信およびシグナリングのための複数のインターフェースを含むこと
ができる。また、これらのデバイスは、記憶素子、ハードドライブ、コンパクトディスク
（ＣＤ）、ディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）ドライブなどのような、デバイス内部の
追加的機構を含むことができる。
【０００５】
　ホームメディア配信ネットワークを構成する１つの方法は、住宅または住居全体にわた
って配置されたシンクライアントセットトップボックス（thin client set top boxes）
に接続された中央ゲートウェイデバイスを使用することを伴う。シンクライアントセット
トップボックスは、典型的には、ケーブルマルチメディア協会（Multimedia over Cable 
Alliance：ＭｏＣＡ）規格などの有線または無線インターフェースを使用して、中央ゲー
トウェイに接続する。シンクライアントセットトップボックスは、高精細度マルチメディ
アインターフェース（ＨＤＭＩ）や同様のアナログまたはディジタル信号インターフェー
スなどのオーディオ／ビデオインターフェースを介して、テレビまたはモニターなどのホ
ームディスプレイデバイスにインターフェースする。シンクライアントセットトップボッ
クスはまた、ホームメディアコンテンツプレーヤ（たとえば、ハードドライブデバイス、
ＣＤプレーヤ、ビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）、またはＤＶＤプレーヤ）に接続する
ためのオーディオ／ビデオ入力インターフェース（たとえばＨＤＭＩ）を含むことができ
る。シンクライアントデバイスは、ディスプレイデバイス上での表示のために、中央ゲー
トウェイデバイスまたはホームメディアコンテンツプレーヤのいずれかから受信された信
号を提供することができる。
【０００６】
　電力消費管理は、ホームエンターテイメントデバイスに関して、特により多くのデバイ
スが住宅で使用され利用可能であるので、重要な問題であり続けている。多くのホームエ
ンターテイメントデバイスは、電力に接続されているとき、全機能動作モードおよびスタ
ンバイモードを有する。多くの場合、スタンバイモードは、デバイスがいくつかの機能的
能力を有し続けることができるように、デバイスを完全にはパワーダウンしない。しかし
ながら、場合によっては、スタンバイ動作モードは、必要条件、またはエネルギースター
（Energy Star）のようなエネルギー規格を満たすために十分に低い電力消費では動作し
ないことがある。更に、スタンバイ動作モードは、ホームエンターテイメントデバイスに
接続された他の外部デバイスに関わる動作など特定の固有の機能的動作を維持するために
、デバイス内の適切な要素をパワーオンしないかまたはパワーオフしないことがある。
【０００７】
　具体的には、シンクライアントセットトップボックスは、電力がユーザ制御のみに適用
される非常に低い電力消費レベルでのスタンバイモードを有することがある。しかしなが
ら、シンクライアントセットトップボックスは、ホームメディアコンテンツプレーヤとデ
ィスプレイデバイスとの間のインターフェースの役割をすることもある。シンクライアン
トセットトップボックスは、常に、スタンバイモードの一部としてオーディオ／ビデオイ
ンターフェース回路に電力供給することを含み得るが、これは、特にインターフェースが
使用中でないとき、電力消費レベルを上げることになる。更に、シンクライアントセット
トップボックスを完全な動作のためにオンにすることは、いっそう高い電力消費を伴い、
ユーザに更に不都合になり得る。したがって、シンクライアントセットトップボックスな
どのデバイスにおいて、デバイスを完全にパワーオンすることなく、デバイスを通してコ
ンテンツソースからディスプレイデバイスへオーディオ／ビデオ信号を接続する、または
通過させるために、追加の動作制御モードを組み込む必要がある。
【発明の概要】
【０００８】
　本開示の一態様によると、デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接続を制御するための
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方法が説明される。上記方法は、ユーザ入力に応答して、デバイスにおける第１の動作状
態に入るステップであって、上記第１の動作状態は、上記デバイス内の回路のうちの一部
に電力供給する、上記ステップと、上記デバイスへの入力部で受信された信号の存在を検
出するステップであって、上記受信された信号は、上記デバイスから、ディスプレイデバ
イス上での表示のために出力されるべき信号である、上記ステップと、上記信号の存在が
検出された場合、上記デバイスにおける第２の動作状態に入るステップであって、上記第
２の動作状態は、上記受信された信号を出力するための回路に電力供給する、上記ステッ
プと、を含む。
【０００９】
　本開示の別の態様によると、オーディオ／ビデオ接続を制御するための装置が説明され
る。上記装置は、スタンバイ処理回路であって、上記スタンバイ処理回路は、ユーザから
入力を受信し、上記入力は、上記装置を第１の動作状態に置くための入力である、上記ス
タンバイ処理回路と、上記スタンバイ処理回路に結合された信号受信回路であって、上記
第１の動作状態において、上記信号受信回路で受信された信号の存在を検出し、上記信号
の存在が検出された場合、上記装置を第２の動作状態に置くための信号を提供する、上記
信号受信回路と、上記信号受信回路およびスタンバイ処理回路に結合された信号処理回路
であって、上記第２の動作状態で動作できるが、上記第１の動作状態で動作できず、上記
第２の動作状態において、ディスプレイデバイス上での表示のために上記信号受信回路で
受信された上記信号を出力する、上記信号処理回路と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本開示の上記ならびに他の態様、機能、および利点は、添付の図面と併せて読まれるべ
き好ましい実施形態の以下の詳細な説明により説明されまたは明らかとなる。
【図１】本開示による住宅または住居における例示的な信号受信システムのブロック図で
ある。
【図２】本開示による例示的な信号受信デバイスのブロック図である。
【図３】本開示による例示的なネットワークデバイスのブロック図である。
【図４Ａ】本開示によるデバイス内で使用される例示的なオーディオ／ビデオ接続回路の
回路図である。
【図４Ｂ】本開示によるデバイス内で使用される例示的なオーディオ／ビデオ接続回路の
回路図である。
【図５】本開示による信号受信デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接続を制御するため
の例示的なプロセスのフローチャートである。
【図６】本開示による信号受信デバイスにおける例示的な動作状態を示す状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図面は、本開示の概念を例示することを目的としており、本開示を例示するための唯一
の可能な構成では必ずしもないことを理解されたい。
【００１２】
　図面に示される要素は、ハードウェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせの種
々の形態で実装され得ることを理解されたい。好ましくは、これらの要素は、プロセッサ
ー、メモリ、および入力／出力インターフェースを含み得る１つまたは複数の適切にプロ
グラムされた汎用デバイス上でハードウェアとソフトウェアの組み合わせとして実装され
る。本明細書では、「結合される」という表現は、直接的に接続される、または１つまた
は複数の中間コンポーネントを介して間接的に接続されることを意味するように定義され
る。そのような中間コンポーネントは、ハードウェアベースとソフトウェアベースの両方
のコンポーネントを含み得る。
【００１３】
　本明細書は、本開示の原理を示す。したがって、当業者であれば、本明細書に明示的に
説明または図示されなくても、本開示の原理を具現しその範囲内に含まれる種々の構成を
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考え出すことが可能であることは認識されよう。
【００１４】
　本明細書に挙げられたすべての例および条件付きの言葉は、本開示の原理および当技術
の促進に対して本発明者によって寄与される概念を読者が理解するのを支援する教育目的
が意図され、また、そのような具体的に挙げられた例および条件に限定されないと解釈さ
れるべきである。
【００１５】
　更に、本開示の原理、特徴、および実施形態ならびにそれらの具体例を挙げる本明細書
のすべての記述は、それらの構造的および機能的な等価形態を包含するように意図されて
いる。加えて、そのような等価形態は、現在知られている等価形態、および将来開発され
る等価形態、すなわち、構造に関わらず同じ機能を実行する任意の開発される要素を含む
ことが意図されている。
【００１６】
　したがって、たとえば、本明細書で提示されるブロック図が、本開示の原理を具現する
説明に役立つ回路構成の概念図を表すことは、当業者には認識されよう。同様に、任意の
フローチャート、フロー図、状態遷移図、擬似コードなどが、コンピュータ可読媒体にお
いて実質的に表され、よって、コンピュータまたはプロセッサーが明示的に示されている
かどうかを問わず、そのようなコンピュータまたはプロセッサーによって実行される種々
の処理を表していることは認識されよう。
【００１７】
　図に示される種々の要素の機能は、専用ハードウェアならびに適切なソフトウェアと関
連してソフトウェアを実行可能なハードウェアの使用によって提供され得る。プロセッサ
ーによって提供される場合、機能は、単一の専用プロセッサーによって、単一の共有プロ
セッサーによって、または複数の個別プロセッサーによって提供されてよく、複数の個別
プロセッサーの一部は共有されてよい。更に、用語「プロセッサー」または「コントロー
ラ」の明示的な使用は、もっぱらソフトウェアを実行可能なハードウェアを指していると
解釈されるべきではなく、黙示的に、限定せずに、ディジタル信号プロセッサー（ＤＳＰ
）ハードウェア、ソフトウェアを記憶する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、および不揮発性ストレージを含み得る。
【００１８】
　従来および／または特注の他のハードウェアが含まれてもよい。同様に、図に示されて
いるいずれのスイッチも単に概念的である。それらの機能は、プログラムロジックの動作
により、専用ロジックにより、プログラム制御と専用ロジックの相互作用により、または
手動により実行されてよく、文脈からより具体的に理解されるように、特定の技法が実施
者によって選択可能である。
【００１９】
　特許請求の範囲において、指定された機能を実施するための手段として表される任意の
要素は、たとえば、ａ）その機能を実施する回路素子の組み合わせ、またはｂ）その機能
を実施するようにソフトウェアを実行するための適切な回路構成と組み合わされた任意の
形態の、したがってファームウェアもしくはマイクロコードなどを含むソフトウェアを含
む、機能を実施する任意の方法を包含するように意図される。特許請求の範囲によって定
義される開示は、種々の記載された手段によって提供される機能が、特許請求の範囲が求
める様式で組み合わされてまとめられるという事実に属する。したがって、それらの機能
を提供できる任意の手段が本明細書で示されるものと等価であるとみなされる。
【００２０】
　本開示は、デバイスを通るオーディオおよび／またはビデオ信号の存在を決定し通過さ
せる能力を含みながらも、低電力消費条件でホームエンターテイメントデバイスの動作を
制御することに関係した問題を対象とする。ネットワーク接続されたクライアントデバイ
スのような、ある種のホームエンターテイメントデバイスは、しばしば、主デバイス（た
とえば、セットトップボックスまたはゲートウェイ）とホームネットワーク内の他のデバ
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イスとの間の１つまたは複数の通信インターフェースを提供する。サービスプロバイダは
、このアーキテクチャを使用して、共通の単一インターフェースをプロバイダネットワー
クに提供し、また、共通のコンテンツストレージおよび配信ポイントをホームネットワー
ク内の他のポイントに提供する。これらのデバイスは、クライアントデバイスがコンテン
ツソースデバイス（たとえば、ＤＶＤプレーヤおよびＶＣＲなど）とディスプレイデバイ
スとの間のインターフェースとして使用されるとき、接続インターフェースおよび制御機
構を更に提供することができる。本実施形態は、低電力消費必要条件も満たすこれらのイ
ンターフェースを動作させるための機構を対象とする。
【００２１】
　本開示の実施形態は、デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接続を制御することに関係
する。実施形態は、フルパワーモード、および複数の代替のスタンバイモードを利用する
デバイスおよびプロセスを明らかにする。しばしばスタンバイモードまたはアクティブス
タンバイモードと呼ばれる、第１のスタンバイモードは、オーディオ／ビデオ入力回路（
たとえばＨＤＭＩ入力部）に電力供給すること、および信号アクティビティについて入力
をモニターすることを含む。オーディオ／ビデオ入力回路においてアクティビティが検出
された場合、（オーディオおよび／またはビデオ信号を、ディスプレイデバイスに接続さ
れたオーディオ／ビデオ出力回路に通してルーティングするために必要な機能。結果とし
て、パススルーモード（pass through mode）またはＨＤＭＩパススルーモードと呼ばれ
る追加のスタンバイモードが形成され、このモードは、デバイスに対する完全な動作を伴
わない（たとえば、デバイス全体をパワーオンしない）。
【００２２】
　実施形態は、更なるスタンバイモードも含むことができる。この更なるスタンバイモー
ドは、オフモード（off mode）、ディープスタンバイモード（deep standby mode）、ま
たはディープオフモード（deep off mode）と呼ばれ、クライアントボックスの始動の速
度を上げることが可能なマイクロプロセッサー内の特定の機能のような特定の機能セット
の動作を維持することができる。この更なるスタンバイモードは、より低い電力（たとえ
ば、デバイス上のより低いクロックレート）で動作する特定の機能を含むこともできる。
この更なるスタンバイモードは、一定の時間期間（たとえば３時間）アクティビティが無
かった後に開始され得る。また、第２のスタンバイモードは、デバイスが最初にオフにさ
れた場合に開始され、他のスタンバイモードのいずれかに移る前の時間期間にわたってこ
のモードに維持されてもよい。
【００２３】
　ホームケーブル信号配信システム内で動作するクライアントまたはネットワークデバイ
スにおいて低電力スタンバイ動作を維持する一方、ＨＤＭＩ信号の信号パススルーモード
を実装するための機構が本明細書で説明される。これらの機構は、低電力スタンバイ動作
を維持する一方、信号パススルーモードを必要とする他のシステムで使用するために適合
され得ることに留意することが重要である。たとえば、以下に説明される実施形態は、ご
くわずかの修正で、ホーム衛星信号またはホーム地上波信号配信システム内のネットワー
ク接続されたデバイスにおいて稼動するように当業者によって修正され得る。更に、これ
らの機構は、ディジタルビデオインターフェース（ＤＶＩ）、ディジタルフラットパネル
（ＤＦＰ）、およびプラグアンドディスプレイ（Ｐ＆Ｄ）を含むがこれらに限定されない
ＨＤＭＩ以外の他のデバイス間メディア通信および接続プロトコルと共に動作するように
適合されてもよい。
【００２４】
　次に図１を参照すると、ホームまたはエンドユーザ、ネットワークにおいてホームエン
ターテイメントメディアコンテンツを提供するためのシステム１００の実施形態のブロッ
ク図が示されている。コンテンツプロバイダから発信されるメディアコンテンツは、外部
ネットワークを介してケーブルマルチメディア協会（Multimedia over Cable Alliance：
ＭｏＣＡ）インターフェース１１０に提供される。メディアコンテンツは、標準送信プロ
トコルおよびコンテンツ配信のための規格（たとえば、高度テレビジョンシステムズ委員
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会（Advanced Television Systems Committee：ＡＴＳＣ）Ａ／５３、ディジタルビデオ
放送（digital video broadcast：ＤＶＢ）ケーブル（ＤＶＢ－Ｃ）、ＤＶＢ衛星（DVB-S
atellite：ＤＶＢ－Ｓ）またはＤＢＶ地上波（DVB-Terrestrial：ＤＶＢ－Ｔ））のいず
れか１つを使用して提供され得る。ＭｏＣＡインターフェース１１０は、外部ネットワー
ク受信デバイス１２０、外部ネットワーク受信デバイス１３０、およびＭｏＣＡネットワ
ークデバイス１４０に接続される。外部ネットワーク受信デバイス１２０および外部ネッ
トワーク受信デバイス１３０は両方とも、ローカルネットワークインターフェース１５０
に接続する。ローカルネットワークインターフェース１５０は、ローカルネットワークデ
バイス１６０に接続する。メディアコンテンツ再生デバイス１７０は、ＭｏＣＡネットワ
ークデバイス１４０に接続する。ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、ディスプレイ
デバイス１８０に接続する。システム１００において示されるコンポーネントは、１つま
たは複数のホーム通信ネットワークを使用して住宅内の複数の場所にメディアコンテンツ
を供給するよう構成されたホームネットワークを備える。
【００２５】
　外部ネットワークからのメディアコンテンツ（たとえば、オーディオ、ビデオ、および
／またはデータ）を含む信号は、同軸ケーブルなどの物理媒体を介して提供される。外部
ネットワークは、ＭｏＣＡインターフェース１１０とインターフェースする。ＭｏＣＡイ
ンターフェース１１０は、ホームまたはユーザネットワークと共にＭｏＣＡネットワーク
において動作する信号と関連して、外部ネットワークからホームまたはユーザネットワー
ク内のデバイス（たとえば、外部ネットワーク受信デバイス１２０および外部ネットワー
ク受信デバイス１３０）への信号のルーティング機構を提供する。ＭｏＣＡインターフェ
ース１１０は、入力信号を異なるまたは同様の出力信号に分離または分割することができ
る能動または受動回路素子を含むことができる。ＭｏＣＡインターフェース１１０は、信
号を分離または分割するために、増幅器、周波数フィルター、および電磁回路を使用して
もよい、一実施形態では、外部ネットワークは、２０メガヘルツ（ＭＨｚ）から８００Ｍ
Ｈｚの周波数範囲の間で同軸ケーブル上で信号を提供する。ＭｏＣＡネットワークは、９
５０ＭＨｚから１２５０ＭＨｚの周波数範囲にある信号を使用して動作する。代替実施形
態では、外部ネットワークが、４２５ＭＨｚから６２５ＭＨｚの周波数範囲で動作するＭ
ｏＣＡネットワークと共に、９５０ＭＨｚから２１５０ＭＨｚの周波数範囲の間で信号を
提供する。ＭｏＣＡインターフェース１１０は、ＭｏＣＡネットワークからの信号が外部
ネットワークへ出力されるのを防止しながら、外部ネットワークからの信号のための信号
分離、およびＭｏＣＡネットワーク上の信号のための別個の信号分離を提供する。
【００２６】
　外部ネットワーク受信デバイス１２０および外部ネットワーク受信デバイス１３０は、
同様の様式で各々が動作および機能することができる。外部ネットワーク受信デバイス１
２０および外部ネットワーク受信デバイス１３０は、ＭｏＣＡインターフェース１１０を
介して外部ネットワークから信号を受信する。外部ネットワーク受信デバイス１２０およ
び外部ネットワーク受信デバイス１３０は、ＭｏＣＡインターフェース１１０またはロー
カルネットワークインターフェース１５０のいずれかを介して、外部ネットワークからま
たはホームネットワーク内の他のデバイスから、異なるタイプのメディアコンテンツ（た
とえば、異なるチャネル）を受信することができる。外部ネットワーク受信デバイス１２
０および１３０は、受信されたコンテンツを同調、復調、復号、および処理し、ホーム内
の表示およびユーザによる使用のためにコンテンツを提供する。外部ネットワーク受信デ
バイス１２０および１３０は、コンテンツと共にまたは外部ネットワークを介して提供さ
れる命令に基づいて、メディアコンテンツの分離を更に提供することができる。外部ネッ
トワーク受信デバイス１２０および１３０は、ユーザコマンドを介して受信される命令に
基づいて、メディアコンテンツを処理および分割してもよい。外部ネットワーク受信デバ
イス１２０および１３０はまた、メディアコンテンツを記録および／または記憶するため
に、ならびに、コンテンツを再生のためにホームネットワーク内の他のデバイス（たとえ
ば、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０およびローカルネットワークデバイス１６０）
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に提供するために、ハードドライブまたは光ディスクドライブなどのストレージを提供し
てもよい。ここで論じられるような外部ネットワーク受信デバイスの動作および機能は、
以下で更に詳細に説明される。外部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０は、セ
ットトップボックス、ホームメディアサーバー、コンピュータメディアステーション、ホ
ームネットワークゲートウェイ、マルチメディアプレーヤ、モデム、ルータ、またはホー
ムネットワーク機器などのうちの１つであり得る。
【００２７】
　外部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０は、他のＭｏＣＡネットワークデバ
イス（たとえば、外部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０ならびにＭｏＣＡネ
ットワークデバイス１４０）との間で、ＭｏＣＡインターフェース１１０を介してＭｏＣ
Ａネットワーク上で信号を通信するためのインターフェースを提供する。外部ネットワー
ク受信デバイス１２０および１３０はまた、ローカルネットワークデバイス１６０へのロ
ーカルネットワークインターフェース１５０を介してローカルホームネットワークへのイ
ンターフェースを提供する。一実施形態では、ローカルネットワークはイーサネットネッ
トワークである。また、ローカルネットワークは、ワイヤレスネットワークであってもよ
い。ワイヤレスネットワークを使用するワイヤレス通信は、Ｗｉ－Ｆｉ、電気電子技術者
協会規格ＩＥＥＥ８０２．１１、または他の同様のワイヤレス通信プロトコルを含む、１
つまたは複数のワイヤレスフォーマットに対応する物理インターフェースを含んでよい。
【００２８】
　ＭｏＣＡインターフェース１１０は、外部ネットワーク受信デバイス１２０、外部ネッ
トワーク受信デバイス１３０、およびＭｏＣＡネットワークデバイス１４０の間でＭｏＣ
Ａネットワーク信号を提供する。ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、表示およびユ
ーザによる使用のために、ＭｏＣＡ信号を同調し、復調し、復号する。ＭｏＣＡネットワ
ークデバイス１４０は、他のデバイス（たとえば、外部ネットワーク受信デバイス１２０
または１３０）への配信のためにＭｏＣＡネットワーク上で信号を送信または通信するこ
ともできる。これらの信号は、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０に配信されるメディ
アコンテンツの制御または識別情報を提供することができる。ＭｏＣＡネットワークデバ
イス１４０は、しばしばシンクライアントＭｏＣＡデバイスと呼ばれ、以下に限定されな
いが、セットトップボックス、セットバックボックス、コンピュータデバイス、タブレッ
ト、ディスプレイデバイス、テレビ、ワイヤレス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ゲーミ
ングプラットフォーム、リモートコントロール、マルチメディアプレーヤ、またはＭｏＣ
Ａインターフェースを含むホームネットワーキング機器とすることができ、更に、ディジ
タルビデオ記録用の記憶媒体を含んでよい。ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０はまた
、オーディオおよびビデオコンテンツを記録および再生するためのハードドライブまた光
ディスクドライブなどの記憶デバイスを含んでよい。
【００２９】
　ローカルネットワークインターフェース１５０は、ローカルネットワークを介して通信
するデバイスの間のルーティングならびに信号通信および管理機能を提供する。一実施形
態では、ローカルネットワークインターフェース１５０は、イーサネットネットワークの
一部としてインターネットプロトコルルーティングプロトコルを使用して通信する信号ル
ータとして動作する。
【００３０】
　ローカルネットワークインターフェース１５０は、外部ネットワーク受信デバイス１２
０、外部ネットワーク受信デバイス１３０、およびローカルネットワークデバイス１６０
の間でローカルネットワーク信号を提供する。ローカルネットワークデバイス１６０はま
た、使用される通信プロトコルに応じて、ユーザによる表示および使用のために、ローカ
ルネットワーク信号を同調、復調、および／または復号することができる。ローカルネッ
トワークデバイス１６０は、他のデバイス（たとえば、外部ネットワーク受信デバイス１
２０または１３０）への配信のために、ローカルネットワーク上で信号を送信または通信
することもできる。これらの信号は、ローカルネットワークデバイス１６０に配信される
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メディアコンテンツの制御または識別情報を提供することができる。ローカルネットワー
クデバイス１６０は、しばしばシンクライアントデバイスと呼ばれ、以下に限定されない
が、コンピュータデバイス、タブレット、ディスプレイデバイス、テレビ、ワイヤレス電
話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ゲーミングプラットフォーム、リモートコントロール、マ
ルチメディアプレーヤ、またはローカルネットワークインターフェースを含むホームネッ
トワーキング機器とすることができる。ローカルネットワークデバイス１６０は、ディジ
タルメディア記録用の記憶媒体を更に含んでよい。
【００３１】
　メディアコンテンツ再生デバイス１７０は、内部または別個のメディア要素からメディ
アコンテンツの１つまたは複数のフォーマットに関するローカルソース再生を提供する。
メディアコンテンツ再生デバイス１７０は、コンパクトディスク（ＣＤ）ＤＶＤドライブ
、ブルーレイドライブ、ハードディスクドライブ、電子メモリ、または他のストレージも
しくはストレージアクセス要素を含み得る。メディアコンテンツ再生デバイス１７０は、
メディア要素からメディアコンテンツを読み取り、１つまたは複数のオーディオ／ビデオ
信号フォーマット（たとえばＨＤＭＩ）でメディアコンテンツを出力する。オーディオ／
ビデオ信号は、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０に提供される。
【００３２】
　ディスプレイデバイス１８０は、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０からオーディオ
／ビデオ信号を受信し、それらを表示する。オーディオ／ビデオ信号は、メディアコンテ
ンツ再生デバイス１７０からの場合、またはＭｏＣＡインターフェース１１０を介して外
部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０からの場合がある。ディスプレイデバイ
ス１８０は、従来の２次元（２Ｄ）タイプディスプレイであってよく、あるいは高度な３
次元（３Ｄ）タイプディスプレイであってもよい。
【００３３】
　外部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０ならびにローカルネットワークデバ
イス１６０は、ディスプレイ機能を含んでよく、または図示されない外部ディスプレイデ
バイス（たとえばディスプレイデバイス１８０）に接続されてもよいことに留意すること
が重要である。更に、外部ネットワーク受信デバイス１２０および１３０ならびにローカ
ルネットワークデバイス１６０は、図示されないメディアコンテンツ再生デバイス１７０
などのメディアコンテンツ再生デバイスに接続するためのインターフェースを含んでもよ
い。コンピュータデバイス、タブレット、ゲートウェイ、ディスプレイデバイス、テレビ
、ワイヤレス電話、ＰＤＡ、コンピュータ、ゲーミングプラットフォーム、リモートコン
トロール、マルチメディアプレーヤ、またはホームネットワーキング機器などを含むがこ
れらに限定されないディスプレイ機能を有する他のデバイスが、本開示の教示を利用して
よく、本開示の範囲内であるとみなされることを認識されたい。
【００３４】
　動作中に、システム１００は、ＭｏＣＡネットワークもしくはローカルネットワークま
たは両方のネットワークを使用して、ユーザのホーム内のデバイスの間で接続しメディア
コンテンツを共有するためのネットワーキングおよび通信能力を提供する。一実施形態で
は、特定のプログラムのためのメディアコンテンツが、外部ネットワーク受信デバイス１
２０によって同調され、ＭｏＣＡインターフェース１１０を介してＭｏＣＡネットワーク
デバイス１４０に提供され、ディスプレイデバイス１８０上で視聴される。特定のプログ
ラムを視聴した後、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、ユーザによってオフにされ
て、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、スタンバイモードと呼ばれる第１の動作状
態に置かれる。メディアコンテンツ再生デバイス１７０によってＭｏＣＡネットワークデ
バイス１４０に信号が提供された場合、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、パスス
ルーモードとして識別される第２の動作状態に入る。パススルーモードでは、メディアコ
ンテンツ再生デバイスからの信号は、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０内の回路構成
を通過することによって、メディアコンテンツ再生デバイス１７０とディスプレイデバイ
ス１８０との間で接続される。
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【００３５】
　所定の時間を過ぎてメディアコンテンツ再生デバイス１７０から信号が検出されていな
い場合、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、より低電力のスタンバイ（lower powe
r standby）、ディープスタンバイ、またはディープオフモードとして識別される第３の
動作状態に入ることができる。あるいは、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０は、ユー
ザがデバイスをオフにした後の所定の時間期間に、第２の動作状態すなわちパススルーモ
ードに置かれてよい。結果として、ユーザの操作効率を改善しつつ、ＭｏＣＡネットワー
クデバイス１４０の電力消費動作を改善することができる。電力消費モードの動作に関係
した更なる詳細については後で説明される。１つよりも多い物理通信ネットワークおよび
電力消費管理を用いるホームネットワークにおけるメディアコンテンツの共有および配信
に関係した他の実施形態も可能である。
【００３６】
　図１のシステム１００は、主としてローカルＭｏＣＡネットワークとイーサネットネッ
トワークのような第２のローカルネットワークとを用いて動作するものとして説明されて
いることを当業者には認識されたい。しかしながら、有線または無線の物理インターフェ
ースのいずれかを組み込む他のネットワーク規格が使用されてもよい。たとえば、第２の
ローカルネットワークは、ＷｉＦｉ、ブルートゥース（登録商標）、またはＩＥＥＥ８０
２．１１を使用するワイヤレスネットワークであってよい。電話回線または電力線ネット
ワークなど他の有線ネットワークが、ＭｏＣＡネットワークの代わりに使用されてもよい
。更に、２つよりも多いネットワークが、代わりまたは同時に一緒に使用されてもよい。
【００３７】
　次に図２を参照すると、本発明の特徴を使用する信号受信デバイス２００の例示的な実
施形態のブロック図が示されている。信号受信デバイス２００は、図１で説明された外部
ネットワーク受信デバイス１２０および外部ネットワーク受信デバイス１３０と同様の様
式で動作する。信号受信デバイス２００は、主にケーブルネットワークサービスプロバイ
ダから信号を受信し、しばしば、ホームメディアセンター、ホームゲートウェイ、または
メディア配信センターとして説明される。信号は、サービスプロバイダによって提供され
、ブロードキャストオーディオおよびビデオプログラムならびにそのコンテンツを表し、
インターネットにインターフェースされるデータ信号も含み得る。１つまたは複数のコン
ポーネントが、テレビまたはディスプレイモニター（図示せず）などのディスプレイデバ
イスと一体化され得ることに留意することが重要である。いずれの場合も、信号受信デバ
イス２００の完全な動作のために必要ないくつかのコンポーネントおよび相互接続は、簡
潔にするために図示されないが、それらの図示されないコンポーネントは当業者によく知
られている。
【００３８】
　外部ネットワーク（たとえばケーブルネットワーク）または内部もしくはホームネット
ワーク（たとえばＭｏＣＡネットワーク）からの信号は、フィルター２０３で信号受信デ
バイス２００にインターフェースされる。フィルター２０３はスプリッター２０４に接続
する。スプリッター２０４は２つの信号処理経路に接続する。第１のパスは、チューナ２
０５、リンク回路２０６、およびトランスポート復号器２０８を含み、それらはまとめて
直列に接続されている。第２のパスは、チューナ２１０、リンク回路２１２、およびトラ
ンスポート復号器２１４を含み、それらはまとめて直列に接続されている。トランスポー
ト復号器２０８およびトランスポート復号器２１４の出力は、それぞれがコントローラ２
１６に接続する。コントローラ２１６は、セキュリティインターフェース２１８、外部通
信インターフェース２２０、ユーザパネル２２２、リモートコントロール受信器２２４、
オーディオ／ビデオインターフェース２２６、電源２２８、およびメモリ２３０に接続す
る。外部通信インターフェース２２０、リモートコントロール受信器２２４、オーディオ
／ビデオ出力２２６、および電源２２８は、セットトップボックス２０２のための外部イ
ンターフェースを提供する。フィルター２０３はまた、ＭｏＣＡ回路２３４に接続する。
ＭｏＣＡ回路２３４は更に、コントローラ２１６に接続する。
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【００３９】
　各々が複数のチャネルおよびＭｏＣＡネットワーク信号などのホームネットワーク信号
を含む、１つまたは複数のケーブル信号ストリームが、無線周波数（ＲＦ）同軸ケーブル
を介してフィルター２０３で受信される。好ましい実施形態では、約１２５個のチャネル
のセットが、５０メガヘルツ（ＭＨｚ）から８００ＭＨｚの周波数範囲でケーブルネット
ワークから受信される。フィルター２０３は、それぞれの周波数パスバンドが重ならない
ように、別個のハイパスフィルターおよびローパスフィルタを含む。しばしばダイプレク
サと呼ばれる構成が、信号フィルタリングにより、ＭｏＣＡ信号からの入来ケーブル信号
の分離を可能にする。好ましい実施形態では、ローパスフィルタの周波数応答パスバンド
は、９００ＭＨｚより低い周波数で終わる。ローパスフィルタは、９５０ＭＨｚから１２
００ＭＨｚの周波数範囲のＭｏＣＡ信号を減衰させ、または通過させない一方、５０ＭＨ
ｚから８００ＭＨｚの周波数範囲のケーブル信号が次のブロックへ通過することを可能に
する。ハイパスフィルター部分は、逆の様式で動作して、ＭｏＣＡ信号を通過させ、ケー
ブル信号を減衰させる。
【００４０】
　フィルター２０３のローパスフィルタからの出力信号は、スプリッター２０４に提供さ
れる。スプリッター２０４は、入来する変換された信号ストリームを２つの別個の信号ス
トリームに分離または分割する。スプリッター２０４は、無線周波数の変換された信号ス
トリームに対して動作し、スプリッター２０４の入力に存在する信号電力を分割または分
離する。スプリッター２０４はまた、動作周波数の範囲全体にわたって適切な入力および
出力動作インピーダンスを保持する。一実施形態では、スプリッター２０４は、３デシベ
ル（ｄＢ）と５ｄＢとの間の信号挿入損失を有し、入力および両方の出力で７５オームの
動作インピーダンスを有するように、変換された信号ストリームを２つの信号ストリーム
に分離する。
【００４１】
　スプリッター２０４からの別個の分離された信号ストリームのそれぞれは、別個の信号
処理経路において処理される。上方の信号経路は、チューナ２０５、リンク回路２０６、
およびトランスポート復号器２０８を含み、信号経路は直列形式で接続されている。下方
の信号経路も、チューナ２１０、リンク回路２１２、およびトランスポート復号器２１４
を含み、その信号経路も直列形式で接続されている。各処理経路は、分離信号ストリーム
の１つに対して本質的に同一の信号処理を行うことができる。したがって、ここでは上方
の信号処理経路を更に説明する。
【００４２】
　スプリッター２０４からの上方分離信号ストリームは、チューナ２０５に提供される。
チューナ２０５は、分離信号ストリームにおけるチャネルの１つを選択するまたは同調す
ることによって分離信号ストリームを処理して、１つまたは複数のベースバンド信号を生
成する。チューナ２０５は、分離信号ストリームを増幅し、フィルタリングし、周波数変
換するための回路（たとえば、増幅器、フィルター、ミクサー、および発振器）を含む。
チューナ２０５は、典型的にはリンク回路２０６によって制御または調整される。あるい
は、チューナ２０５は、後で説明されるコントローラ２１６のような別の回路素子によっ
て制御されてもよい。制御コマンドは、周波数変換を行うためにチューナ２０５内のミク
サーと共に使用される発振器の周波数を変更するためのコマンドを含む。
【００４３】
　典型的には、チューナ２０５の出力におけるベースバンド信号は、所望の受信信号と集
合的に呼ばれる場合があり、入力信号ストリームとして受信されたチャネルのグループか
ら選択された１つの衛星チャネルを表す。ベースバンド信号として信号が説明されている
が、この信号は、実際には単にベースバンドに近い周波数に位置してよい。
【００４４】
　チューナ２０５からの１つまたは複数のベースバンド信号は、リンク回路２０６に提供
される。リンク回路２０６は、典型的には、リンク回路２０６の残りの回路構成による復
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調のために、１つまたは複数のベースバンド信号をディジタル信号に変換するのに必要と
される処理回路を含む。一実施形態では、ディジタル信号は、１つまたは複数のベースバ
ンド信号のディジタルバージョンを表すことができる。別の実施形態では、ディジタル信
号は、１つまたは複数のベースバンド信号のベクトル形式を表すことができる。リンク回
路２０６はまた、ディジタル信号に対して復調および誤り訂正を行ってトランスポート信
号を生成する。トランスポート信号は、しばしばシングルプログラムトランスポートスト
リーム（single program transport streams：ＳＰＴＳ）と呼ばれる１つのプログラムの
データストリームを表すことができ、またはそれは、多重プログラムトランスポートスト
リーム（multiple program transport stream：ＭＰＴＳ）と呼ばれる、まとめて多重化
された複数のプログラムストリームを表すことができる。
【００４５】
　トランスポート信号は、トランスポート復号器２０８に提供される。トランスポート復
号器２０８は、典型的には、ＳＰＴＳまたはＭＰＴＳのいずれかとして提供されるトラン
スポート信号を、個別のプログラムストリームおよび制御信号に分離する。トランスポー
ト復号器２０８また、プログラムストリームを復号し、これらの復号されたプログラムス
トリームからオーディオおよびビデオ信号を作成する。一実施形態では、トランスポート
復号器２０８は、ユーザ入力によってまたはコントローラ２１６などのコントローラによ
って、ユーザにより選択された１つのプログラムストリームのみを復号し、この１つの復
号されたプログラムストリームに対応する１つのみのオーディオおよびビデオ信号を作成
するように指示される。別の実施形態では、トランスポート復号器２０８は、利用可能な
プログラムストリームのすべてを復号して、ユーザ要求に応じて１つまたは複数のオーデ
ィオおよびビデオ信号を作成するように指示され得る。
【００４６】
　トランスポート復号器２０８とトランスポート復号器２１４の両方からのオーディオお
よびビデオ信号は、任意の必要な制御信号と共に、コントローラ２１６に提供される。コ
ントローラ２１６は、オーディオ、ビデオ、および制御信号のルーティングおよびインタ
ーフェーシングを管理し、また、セットトップボックス２０２内の種々の機能を制御する
。たとえば、トランスポート復号器２０８からのオーディオおよびビデオ信号は、コント
ローラ２１６を介してオーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）インターフェース２２６にルーティ
ングされる。Ａ／Ｖインターフェース２２６は、外部デバイス（たとえば、図１で説明さ
れたディスプレイデバイス１８０）による使用のために、信号受信デバイス２００からオ
ーディオおよびビデオ信号を供給する。一実施形態では、Ａ／Ｖインターフェース２２６
は、ＨＤＭＩ接続のためのインターフェースを含む。別の実施形態では、オーディオ／ビ
デオインターフェース２２６は、外部ソース（たとえば、図１で説明されたメディアコン
テンツ再生デバイス１７０）から信号を受信するための入力回路構成を含む。更に別の実
施形態では、信号受信デバイス２００は、Ａ／Ｖインターフェース２２６を使用して外部
デバイスから外部ディスプレイデバイスへ信号を戻してルーティングする能力を含むこと
ができる。
【００４７】
　また、トランスポート復号器２１４からのオーディオおよびビデオ信号は、記録および
記憶のために、コントローラ２１６を介してメモリブロック２３０へルーティングされ得
る。メモリブロック２３０は、スタティックランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、ダイ
ナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）などの１つまたは複数の大容量集積電子メモリ、または、ハ
ードディスクドライブもしくは交換可能な光ディスクストレージシステム（たとえば、コ
ンパクトディスクドライブもしくはディジタルビデオディスクドライブ）などのハード記
憶媒体を含む、いくつかの形態のメモリを含み得る。メモリブロック２３０は、コントロ
ーラ２１６によって使用される命令およびデータの記憶のためのメモリ部、ならびにオー
ディオおよびビデオ信号の記憶のためのメモリ部を含んでよい。コントローラ２１６はま
た、代替の形式（たとえば、トランスポート復号器２０８またはトランスポート復号器２
１４からのＭＰＴＳまたはＳＰＴＳ）でメモリブロック２３０における信号の記憶を可能
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にしてもよい。
【００４８】
　コントローラ２１６はまた、外部通信インターフェース２２０に接続される。外部通信
インターフェース２２０は、サービスプロバイダコンテンツの課金および使用を確立する
ための信号を提供することができる。外部通信インターフェース２２０は、電話接続をサ
ービスプロバイダに提供するための電話モデムを含むことができる。外部通信インターフ
ェース２２０は、追加のローカルネットワーク（たとえばイーサネットネットワーク）に
接続するためのインターフェースも含む。ローカルネットワークは、イーサネットネット
ワークに接続された他のデバイス（たとえば、ホーム内の他のメディアデバイス）との間
でデータ、オーディオおよび／またはビデオ信号ならびにコンテンツを通信するために使
用され得る。
【００４９】
　コントローラ２１６はまた、オーディオ／ビデオ信号の使用を管理および許可する信号
を通信するため、ならびに許可されていない使用を阻止するためのセキュリティインター
フェース２１８に接続する。セキュリティインターフェース２１８は、スマートカードな
どの取り外し可能なセキュリティデバイスを含み得る。ユーザ制御は、セットトップボッ
クスを制御するユーザコマンドの直接入力を提供するためのユーザパネル２２２、ならび
に、外部のリモートコントロールデバイスからコマンドを受信するリモートコントロール
受信器２２４を用いて実現される。ユーザパネル２２２は、信号受信デバイス２００によ
って実行される機能および動作の状態を表示するための複数のインジケータライトを含む
ことができる。一実施形態では、ユーザパネル２２２は、記録、ネットワーク状態、ディ
スプレイ解像度、および電力に関するインジケータを含むことができる。
【００５０】
　図示されていないが、コントローラ２１６はまた、チューナ２０５、２１０、リンク回
路２０６、２１２、およびトランスポート復号器２０８、２１４に接続して、ブロック間
で制御情報を渡すことに加えて初期化およびセットアップ情報を提供してもよい。最後に
、電源２２８は、典型的には、信号受信デバイス２００内のブロックのすべてに接続し、
それらのブロックに電力を供給する。
【００５１】
　ＭｏＣＡ回路２３４は、受信と送信の両方のためにＭｏＣＡ信号を増幅し処理する。上
述されたように、ＭｏＣＡインターフェースは、ホームネットワークにおけるオーディオ
およびビデオ信号の通信を可能にし、双方向で動作することができる。ＭｏＣＡ回路２３
４は、別のネットワーク接続されたデバイスから信号受信デバイス２００によって受信さ
れるＭｏＣＡ信号の受信性能を改善するための低ノイズ増幅器を含む。受信され増幅され
た信号は、同調され、復調され、復号される。復号された信号は、オーディオおよびビデ
オ出力、ならびに図示されていない大容量記憶デバイス（たとえば、ハードディスクドラ
イブおよび光ドライブなど）を含む、いくつかの他の回路に供給され得る。加えて、Ｍｏ
ＣＡ回路２３４は、入力から受信されたコンテンツ（たとえばケーブル信号）および大容
量記憶デバイスからのコンテンツを含む、信号受信デバイスで利用可能なオーディオおよ
びビデオコンテンツを使用して、ＭｏＣＡ送信信号を生成しフォーマットする。ＭｏＣＡ
回路２３４は、信号受信デバイス２００によって別のネットワーク接続されたデバイスへ
送られるＭｏＣＡ信号の送信信号レベルを上げるための電力増幅器を更に含む。ＭｏＣＡ
回路２３４における受信信号増幅および送信信号増幅の調整は、コントローラ２１６によ
って制御され得る。
【００５２】
　信号受信デバイス２００内に記載されたブロックは重要な相互関係を有し、いくつかの
ブロックは組み合わされおよび／または再配列され、依然として同じ基本的な機能全体を
提供し得ることを当業者には認識されたい。たとえば、トランスポート復号器２０８およ
びトランスポート復号器２１４は組み合わされ、更に、コントローラ２１６の機能の一部
または全部と共に、信号受信デバイス２００のためのメインコントローラとして動作する
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システムオンチップ（ＳｏＣ）に一体化されてよい。更に、種々の機能の制御は、特定の
設計適用および必要条件に基づいて配信されまたは割り当てられ得る。例として、２つの
入力信号ストリームのための処理経路は、特定のタイプの信号に関して動作することがで
きる。チューナ２０５、リンク回路２０６、およびトランスポート復号器２０８は、高解
像度オーディオおよびビデオフォーマットにおいてコンテンツを含む衛星信号を受信し、
復調し、復号することができる一方、チューナ２１０、リンク回路２１２、およびトラン
スポート復号器２１４は、プログラムガイドの動作を維持するためのデータを含む信号を
受信し、復調し、復号することができる。
【００５３】
　次に図３を参照すると、本発明の特徴を使用するネットワークデバイス３００の例示的
な実施形態のブロック図が示されている。ネットワークデバイス３００は、図１で説明さ
れたＭｏＣＡネットワークデバイス１４０と同様の様式で動作する。ネットワークデバイ
ス３００の一部または全部は、図１で説明された外部ネットワークデバイス１２０または
１３０のような、より大きなホームエンターテイメントデバイスの一部として含まれ得る
。ネットワークデバイス３００は、主にホーム配信ネットワーク内の中央ゲートウェイデ
バイスから信号を受信し、しばしば、シンクライアントセットトップボックス、リモート
受信器、またはクライアントデバイスとして説明される。信号は、ＭｏＣＡネットワーク
または他の有線もしくは無線ネットワークのようなホームネットワークを介して提供され
る。１つまたは複数のコンポーネントが、テレビまたはディスプレイモニター（図示せず
）などのディスプレイデバイスと一体化され得ることに留意することが重要である。いず
れの場合も、信号受信デバイス３００の完全な動作のために必要ないくつかのコンポーネ
ントおよび相互接続は、簡潔にするために図示されないが、それらの図示されないコンポ
ーネントは当業者によく知られている。
【００５４】
　ホームまたはローカルネットワーク（たとえばＭｏＣＡネットワーク）の一部として配
信される信号は、コネクター３０２によってインターフェースされる。コネクター３０２
は、フィルター３０４に接続される。フィルター３０４は、ＲＦフロントエンド３０６に
接続される。ＲＦフロントエンド３０６は、ＭｏＣＡトランシーバ３０８に接続される。
ＭｏＣＡトランシーバ３０８は、メインコントローラ３１０に接続される。メインコント
ローラ３１０はまた、フロントパネルインターフェース３１２、セキュアディジタル（Ｓ
Ｄ）カードリーダ３１４、スタンバイプロセッサー３２０、イーサネット回路３４０、ユ
ニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェース、およびＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッ
サー３６０に接続される。イーサネット回路３４０は、イーサネットコネクター３４５に
接続される。スタンバイプロセッサー３２０は更に、家電用無線周波数（radio frequenc
y for consumer electronics：ＲＦ４ＣＥ）トランシーバ３２２、赤外線（ＩＲ）ＩＲ受
信器３２４、データメモリ３３０、制御メモリ３３５、およびＨＤＭＩ受信器３６２に接
続される。ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２は更に、アンテナ（図示せず）に接続される。
ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサーは更に、ＨＤＭＩ受信器３６２およびＨＤＭＩコネクター
３６６に接続される。ＨＤＭＩ受信器３６２は更に、ＨＤＭＩコネクター３６４に接続さ
れる。電力が電源アダプタ３７０に提供される。電源アダプタ３７０は、ジャック３７２
に接続する。ジャック３７０は、レギュレータ３７２に接続する。レギュレータ３７２は
、Ｖｃｃとしてラベル付けされた電力信号を信号受信デバイス３００内の要素に提供する
。Ｖｃｃに関する接続は図示されていない。
【００５５】
　オーディオ、ビデオ、および／またはデータプログラムコンテンを含むＭｏＣＡ信号が
、中央配信ユニット（たとえば、図２で説明された信号受信デバイス２００、または図１
で説明された外部ネットワーク受信デバイス１２０もしくは１３０）からケーブル（たと
えば同軸ケーブル）を通してコネクター３０２で受信され、フィルター３０４を通過する
。フィルター３０４は、ケーブル上に存在する他の信号を減衰させる一方、ＭｏＣＡ信号
を通過させる。フィルター３０４はまた、ＲＦフロントエンド３０６から送信された任意
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の望ましくない信号を濾波する。ＲＦフロントエンド３０６は、ＭｏＣＡ信号を受信する
ため、およびＭｏＣＡ信号を信号受信デバイス３００からホームネットワークに送信する
ために使用されるチューナおよび増幅器を含む。ＲＦフロントエンド３０６からの同調さ
れた入力信号は、ＭｏＣＡトランシーバ３０８に提供される。ＭｏＣＡトランシーバ３０
８は、同調された入力信号を復調し、オーディオ、ビデオ、および／またはデータプログ
ラムコンテンツ信号をメインコントローラ３１０に提供する。
【００５６】
　メインコントローラ３６０はまた、スタンバイプロセッサー３２０、ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖ
プロセッサー３６０、ＳＤカードリーダ３１４、イーサネット回路３４０、およびフロン
トパネルインターフェース３１２を含むネットワークデバイス３００内のいくつかのコン
ポーネントに対して相互接続される。メインコントローラ３６０は、種々の通信ネットワ
ークインターフェース間の信号を変換するための変換プロセスおよびルーティングを管理
および制御する。メインコントローラ３６０は、ＭｏＣＡトランシーバ３０８を介してＭ
ｏＣＡネットワークから受信された信号をシリアルイーサネットまたは縮小ギガビットメ
ディア独立インターフェースフォーマット（reduced gigabit media independent interf
ace format）に変換し、変換された信号を、イーサネット回路３４０を介してイーサネッ
トネットワークに提供することができる。メインコントローラ３６０は、同様に、ＨＤＭ
Ｉ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０を介してディスプレイデバイスに信号を提供することがで
きる。メインコントローラ３６０はまた、ＵＳＢコネクター３５０を介してコンピュータ
ネットワークまたはデバイスに信号を提供する。同様に、メインコントローラ３６０は、
上記の通信ネットワークの１つまたは複数からの入力を受信し変換し、信号をＭｏＣＡト
ランシーバ３０８に提供する、またはインターフェースを介して任意の他の通信ネットワ
ークに提供することができる。
【００５７】
　イーサネット回路３４０は、イーサネットコネクター３４５を介して、ローカルネット
ワーク上のデバイスとの間でデータの転送をする。ローカルネットワークは、ローカルネ
ットワークに接続された他のデバイス（たとえば、ホーム内の他のメディアデバイス）と
の間でデータ、オーディオおよび／またはビデオ信号ならびにコンテンツを通信するため
に使用され得る。イーサネットコネクターは、典型的な登録されたジャックタイプＲＪ－
４５物理インターフェースコネクター、または他の標準的インターフェースコネクターで
あってよく、外部ローカルコンピュータに対する接続を可能にする。
【００５８】
　ＳＤカードリーダ３１４は、追加の外部ストレージの接続をサポートし、メインコント
ローラ３１０と共に外部情報（たとえば、画像、ビデオファイル、およびオーディオファ
イルなど）の転送を可能にすることができる。
【００５９】
　ユーザ制御およびディスプレイ状態は、フロントパネルインターフェース３１２を用い
て実現される。フロントパネルインターフェース３１２は、デバイスを制御するためのユ
ーザコマンドの直接入力を提供する。フロントパネルインターフェース３１２はまた、デ
バイスによって実行される機能および動作の状態を表示するための複数のインジケータラ
イトを含むことができる。一実施形態では、フロントパネルインターフェース３１２は、
電源ボタンと、記録、ネットワーク状態、ディスプレイ解像度、および電力に関するイン
ジケータとを含むことができる。
【００６０】
　スタンバイプロセッサー３２０は、ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２および／またはＩＲ
受信器３２４から入力部を介して提供されたユーザ入力信号を受信し処理するように動作
する。入力信号は、ユーザによって動作させられるリモートコントロールデバイスによっ
て生成され、リモートコントロールデバイスは、ＩＲリモートコントロール、ＲＦリモー
トコントロール、ジェスチャベースのコントローラ、またはタッチパッドデバイスを含む
がこれらに限定されない。
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【００６１】
　ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２は、ＲＦリモートコントロールに対する一方向または双
方向の通信インターフェースとして動作することができる。好ましい実施形態では、イン
ターフェースは、リモートコントロールデバイスからユーザ制御コマンドを受信する一方
向性のものである。ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２はまた、受信を改善するようにダイバ
ーシチアンテナ構成の２つのアンテナに接続するものとして示される。他の実施形態では
、より多数または少数のアンテナが使用されてもよい。ＩＲ受信器３２４は、同様に、Ｉ
Ｒリモートコントロールデバイスに対する受信器インターフェースとして動作する。ＩＲ
受信器３２４は、同様に、リモートコントロールデバイスからユーザ制御コマンドを受信
する。いくつかの場合、同じリモートコントロールデバイスが、ＩＲ送信回路とＲＦ送信
回路の両方を含むことができる。スタンバイプロセッサー３２０は、信号を受け入れる入
力をどれからにするか（すなわち、ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２またはＩＲ受信器３２
４）を決定するためのプロセスを含むことができる。
【００６２】
　スタンバイプロセッサーは更に、データメモリ３３０と制御メモリ３３５の両方に結合
される。データメモリ３３０は、デバイス３００によって使用される、プログラムガイド
情報またはメディアコンテンツの一部などの一時的情報を記憶するために使用され得る。
データメモリ３３０はまた、コンテンツを含むグラフィック要素などの要素のデータベー
スを記憶することができる。データベースは、グラフィック要素のパターンとして記憶さ
れてよい。あるいは、メモリは識別またはグループ化されたメモリ位置にグラフィック要
素を記憶し、アクセスまたは位置テーブルを使用して、グラフィック要素に関係付けられ
た情報の種々の部分についてのメモリ位置を識別することができる。制御メモリ３３５は
、スタンバイプロセッサー３２０ならびにメインコントローラ３１０およびＨＤＭＩ　Ａ
／Ｖプロセッサー３６０によって使用される動作コードを記憶するために使用され得る。
【００６３】
　電力は、住宅主電源（たとえば、１１０ボルト）に接続された外部電源アダプタ３７０
を介してネットワークデバイス３００に提供される。電源アダプタ３７０は、主電力を１
つまたは複数のより低い電力信号（たとえば１２ボルト）に変換し、電源ジャック３７２
を介してレギュレータ３７４に信号を提供する。レギュレータ３７４は、個々の電源信号
をネットワークデバイス３００内の種々の要素に供給する。
【００６４】
　スタンバイプロセッサー３２０はまた、レギュレータ３７４、およびネットワークデバ
イス３００内の他の１つまたは複数の要素と関連して動作する電力管理のための回路構成
および処理を含むことができる。一実施形態では、レギュレータ３７４内の１つまたは複
数の回路は、スタンバイプロセッサー３２０からの制御信号（図示せず）によって、パワ
ーオンおよびパワーオフするように制御される。加えて、メインコントローラ３１０、お
よびＨＤＭＩ受信器３６２はＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサーと共に、入力Ｖｃｃ信号とは
別にパワーダウンパワーイネーブル信号（power down power enable signal）のための入
力部を含む。このパワーダウンまたはパワーイネーブル信号は、スタンバイプロセッサー
３２０によって、またはスタンバイプロセッサー３２０および／もしくはレギュレータ３
７４に関連したネットワークデバイス３００内の別の要素から、提供され得る。スタンバ
イプロセッサー３２０における電力管理および制御機能は、ネットワークデバイス３００
内の１つまたは複数のスタンバイモードを実装するために使用され得る。１つまたは複数
のスタンバイモードについての追加の詳細は、後で更に説明される。
【００６５】
　データメモリ３３０および制御メモリ３３５は、任意の知られているメモリ技術（たと
えば、ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、電子的プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電子的に消去可能なプログ
ラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）などを含む、揮発性および不揮発性メモリ）を使用する
ことができる。更に、データメモリ３３０および制御メモリ３３５の実現は、単一のメモ
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リデバイス、あるいは、共有または共通メモリを形成するように一緒に通信可能に接続ま
たは結合された１つよりも多いメモリ回路など、いくつかの可能な実施形態を含むことが
できる。
【００６６】
　ＨＤＭＩコネクター３６４におけるＨＤＭＩ入力信号は、ＨＤＭＩ受信器３６２に提供
される。ＨＤＭＩ受信器３６２は、入力信号のための同期およびタイミング制御、ならび
に任意の信号フォーマット変換を提供する。一実施形態では、ＨＤＭＩ受信器３６２は、
ＨＤＭＩ信号を、国際無線通信諮問委員会（Consultative Committee for International
 Radio：ＣＣＩＲ）規格６５６フォーマットビデオ信号、ならびに別個のオーディオ信号
に変換する。ＨＤＭＩ受信器３６２はまた、１つまたは複数の入力信号検出回路を含む。
検出回路は、１つまたは複数のモニター機能を使用する回路構成を含むことができる。好
ましい実施形態では、家電通信（consumer electronics communication：ＣＥＣ）インタ
ーフェース信号などのＨＤＭＩ信号内の追加の制御信号の存在が、モニターまたは検出さ
れ得る。この信号は、ソースデバイス（たとえば、ＣＤまたはＤＶＤプレーヤ）によって
生成され、モニターするために必要とされる追加の電力が非常に少ない。他の実施形態で
は、集積回路間（inter-integrated circuit:ＩＩＣ）通信などの他の通信がモニターさ
れ得る。更に他の実施形態では、オーディオおよび／またはビデオ信号の閾値レベルを有
する直接電力レベル検出が使用され得る。更に、いくつかの実施形態では、検出機構のう
ちの１つまたは複数が、ＨＤＭＩ受信器３６２におけるレジスタ値またはレジスタ内のビ
ットをセットまたはリセットすることができる。他の実施形態では、検出機構は、ＨＤＭ
Ｉ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０またはスタンバイプロセッサー３２０に送られ得るＨＤＭ
Ｉ受信器３６２における割り込み信号をトリガーすることができる。更に他の実施形態で
は、スタンバイプロセッサー３２０が、直接的にまたはレジスタもしくは割り込み信号を
読み取ることによって、検出機構をモニターするために、ＨＤＭＩ受信器３６２をポーリ
ングすることができる。
【００６７】
　ＨＤＭＩ受信器からの処理された信号は、ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０に提供
される。ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０は更に、必要に応じて信号のオーディオ部
分およびビデオ部分を分離することができる。ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０はま
た、外部デバイス上の表示のために必要な任意のフォーマット変換を含む任意の更なる信
号変換を提供してもよい。ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０は更に、ＨＤＭＩ入力部
を介して提供された信号が別の通信ネットワークに対して要求されたとき、信号をメイン
コントローラ３１０にルーティングする。ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０はまた、
ＨＤＭＩコネクター３６６を介してＨＤＭＩ出力信号として信号（たとえば、ＨＤＭＩ受
信器３６２を介して提供された信号、またはメインコントローラ３１０からルーティング
された信号）をルーティングする。
【００６８】
　ネットワークデバイス３００内に記載されたブロックは重要な相互関係を有し、いくつ
かのブロックは組み合わされおよび／または再配列され、依然として同じ基本的な機能全
体を提供し得ることを当業者には認識されたい。たとえば、メインコントローラ３１０お
よびスタンバイプロセッサー３２０は組み合わされ、更に、ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサ
ー３６０の機能の一部または全部と共に、ネットワークデバイス３００のためのメインコ
ントローラとして動作するシステムオンチップ（ＳｏＣ）に一体化されてよい。
【００６９】
　動作中に、スタンバイプロセッサーは、ユーザ入力についてＩＲ受信器およびＲＦ４Ｃ
Ｅトランシーバをモニターする。フロントパネルインターフェース３１２上の電源ボタン
もユーザ入力としてモニターされ得る。ユーザ入力は、スタンバイモードからオンモード
へ、またはオンモードからスタンバイモードへのネットワークデバイス３００の状態変化
を決定するためにモニターされる。信号受信デバイス３００がアクティブスタンバイモー
ドにある場合、ＨＤＭＩ受信器３６２は、ＨＤＭＩコネクター３６４を介するビデオ信号
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の存在についてもモニターする。ビデオ信号が存在する場合、ＨＤＭＩ受信器３６２は、
パワーアップしてオーディオおよびビデオ信号の処理を開始するように、通知信号をＨＤ
ＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０に提供し、信号をＨＤＭＩコネクター３６４に返す。こ
のように、パススルースタンバイモードで動作する。アクティブスタンバイモードでは、
スタンバイプロセッサー３２０、ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２、ＩＲ受信器３２４、お
よびＨＤＭＩ受信器３６２のみがパワーオンされ得ることに留意することが重要である。
パススルースタンバイモードでは、これらの要素に加えてＨＤＭＩ　Ａ／Ｖ受信器３６０
がパワーオンされ得る。最後に、ＨＤＭＩ受信器３６２において信号が存在しないと決定
された場合、ネットワークデバイス３００はディープスタンバイモードに入ることができ
る。このモードでは、ＨＤＭＩ受信器３６２はパワーダウンされる。
【００７０】
　ネットワークデバイス３００における種々のスタンバイモードのための他の動作条件お
よび構成に留意されたい。代替的実施形態では、ＨＤＭＩ受信器３６２が、ＨＤＭＩコネ
クター３６４における入力信号の存在を決定することができる。スタンバイプロセッサー
３６０は、信号受信条件を決定するために、定期的に（たとえば、５秒ごとに１回）ＨＤ
ＭＩ受信器３６２に問い合わせてよい。信号受信条件が真である場合、スタンバイプロセ
ッサー３６０は、パススルーモードにおいて、ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０にパ
ワーオンするように指示し、（直接的に、または代替の低電力動作モードで動作している
メインコントローラ３１０を介して）受信された信号を処理して、信号をＨＤＭＩコネク
ター３６６に提供する。
【００７１】
　図４Ａおよび図４Ｂを参照すると、本開示の特徴によるデバイスにおいて使用されるオ
ーディオ／ビデオ接続回路４００の例示的な実施形態が示されている。接続回路４００は
、図３で説明されたネットワークデバイス３００などのネットワークデバイスに含まれ得
る。接続回路４００はまた、図２で説明された信号受信デバイス２００などの信号受信デ
バイスにおいて使用され得る。接続回路４００はまた、図１で説明された外部ネットワー
ク受信デバイス１２０、外部ネットワーク受信デバイス１３０、ＭｏＣＡネットワークデ
バイス１４０、またはローカルネットワークデバイス１６０など他のデバイスにおいて使
用され得る。接続回路４００の完全な動作のために必要ないくつかのコンポーネントおよ
び相互接続は、簡潔にするために図示されないが、それらの図示されないコンポーネント
は当業者によく知られている。
【００７２】
　接続回路４００は、信号（たとえばＨＤＭＩ信号）を入力するために使用されるコネク
ター４１０を含む。コネクター４１０上の端子１、３、４、６、７、９、１０、１２、１
５、１６、１８、および１９は、ＨＤＭＩ受信器４２０に直接接続する。端子１３は、素
子４２４を介してＨＤＭＩ受信器４２０に接続し、また、素子４２６を介してＨＤＭＩプ
ロセッサー４７６に接続する。コネクター４１０上の端子２、５、６、１１、１７、およ
び２０～２３は接地する。端子１４は、接続されていないままである。図３で説明された
スタンバイプロセッサー３２０などのスタンバイ回路からの入力もＨＤＭＩ受信器４２０
に接続する。ＨＤＭＩ受信器４２０は、直接的にまたは素子４３２から４７２を介してい
くつかの接続を使用してＨＤＭＩプロセッサー４７６に接続する。ＨＤＭＩ受信器４２０
はまた、Ｖｃｃ１としてラベル付けされた端子に接続する。Ｖｃｃ１は、素子４２２を介
して接地する。ＨＤＭＩ受信器４２０はまた、素子４２８を介して接続された２つの端子
を含み、その１つの端子は更に素子４３０を介して接地される。
【００７３】
　ＨＤＭＩプロセッサー４７６は、素子４７２を有する端子点で素子４７４を介してＶｃ
ｃ１に接続する。ＨＤＭＩプロセッサー４７６は、Ｖｃｃ３としてラベル付けされた端子
に接続し、接地もする。Ｖｃｃ３は更に、素子４７８を介して接地する。ＨＤＭＩプロセ
ッサー４７６は、素子４８０から４８７を介して、コネクター４９５上の端子１、３、４
、６、７、９、１０、および１２に接続する。ＨＤＭＩプロセッサー４７６はまた、コネ
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クター４９５上の端子１３、１５、１６、および１９に直接接続する。ＨＤＭＩプロセッ
サー４７６とコネクター４９５上の端子１９との間の接続も、素子４８８を介して接地す
る。ＨＤＭＩプロセッサー４７６とコネクター４９５上の端子１３との間の接続は更に、
素子４８９を介してＶｃｃ１に接続する。ＨＤＭＩプロセッサー４７６とコネクター４９
５上の端子１５および１６の間の接続も、それぞれ素子４９０および４９１を介して、Ｖ
ｃｃ２としてラベル付けされた端子に接続する。コネクター４９５上の端子１８もＶｃｃ
２に直接接続する。コネクター４９５上の端子１４は、接続されていないままである。最
後に、コネクター４９５上の端子２、５、８、１１、１７、および２０から２３は接地す
る。
【００７４】
　一実施形態では、コネクター４１０およびコネクター４９５は、ＨＤＭＩ信号をインタ
ーフェースするために使用される。ＨＤＭＩインターフェースは、両方に対してＤａｔａ
２＋、Ｄａｔａ２－、Ｄａｔａ１＋、Ｄａｔａ１－、Ｄａｔａ０＋、およびＤａｔａ０－
としてラベル付けされたオーディオおよびビデオ信号を送信するために３つの異なるデー
タ信号を使用する。ＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー４７６の両方における
Ｄａｔａｃｌｋ＋およびＤａｔａｃｌｋ－としてラベル付けされた差動クロック信号が、
データに対するクロック信号を提供する。オーディオおよびビデオ信号に対するいくつか
のデータフォーマットが提供される。好ましい実施形態では、３つのデータ信号が、輝度
およびクロミナンス青およびクロミナンス赤（ＹＣｒＣｂ）色成分セットを搬送する。オ
ーディオ信号は、３つの差動データ信号のうちの１つまたは複数によって多重化されても
よい。
【００７５】
　加えて、（ＣＯＮＣＬＫおよびＣＯＮＤＡＴＡとしてラベル付けされた）補助データお
よびクロック信号、外部Ｖｃｃ２信号、ならびにホットプラグ信号と共に、ＣＥＣ信号が
提供される。また、ＣＥＣ信号は、特に信号パススルー動作で使用するために、ＨＤＭＩ
プロセッサー４７６に提供される。また、ＨＤＭＩ受信器４２０は、受信されたＨＤＭＩ
信号に同期するため、ならびにＨＤＭＩ受信器４２０から提供されたオーディオおよびビ
デオ信号に対するクロック信号を生成するために使用される、ＸＴＡＬＩＮおよびＸＴＡ
ＬＯＵＴとしてラベル付けされた内部クロックソースを含む。
【００７６】
　ＨＤＭＩ受信器４２０は、ＨＤＭＩ信号（たとえば、オーディオおよび／またはビデオ
信号）をデバイス内の他のコンポーネントによって使用され得るフォーマットに変換する
。本実施形態では、ＨＤＭＩ受信器４２０は、ＨＤＭＩ信号を、ＣＣＩＲ６５６ビデオ信
号、および集積回路間音声（inter integrated circuit sound：ＩＩＳまたはＩ2Ｓ）信
号に変換する。ＣＣＩＲ６５６信号は、ＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー４
７６の両方におけるＶＰ０からＶＰ１５としてラベル付けされた多重化された１６ビット
パラレルビデオ信号である。多重化されたビデオ信号は、交互のクロックサイクル上のＹ
ＣｒＣｂ色成分セットからなる。また、ＣＣＩＲ６５６は、ＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤ
ＭＩプロセッサー４７６の両方におけるＶｃｌｋとしてラベル付けされたクロック信号、
ならびにＨｒｅｆおよびＶｒｅｆとしてラベル付けされた水平および垂直ディスプレイ同
期信号を含む。Ｉ2Ｓオーディオ信号は、ＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー
４７６の両方におけるＩ2ＳＤａｔａおよびＩ2ＳＣＫとしてラベル付けされたデータおよ
びクロック信号を含む。
【００７７】
　ＨＤＭＩプロセッサー４７６におけるＨＤＭＩ信号として変換信号の再同期を可能にす
るために、追加のＨＤＭＩ基準信号がＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー４７
６との間に提供される。ＨＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー４７６との間のデ
ータ通信は、Ｉ2ＣＣおよびＩ2ＣＤとしてそれぞれラベル付けされたＩ2Ｃクロックおよ
びデータを介して処理され得る。ＨＤＭＩ受信器４２０上のＩＮＴとしてラベル付けされ
た割り込み信号が、ＨＤＭＩ受信器４７６上のＩ2ＣＩＮＴとしてラベル付けされたＩ2Ｃ
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割り込み入力に提供される。
【００７８】
　ＨＤＭＩプロセッサー４７６は、ＨＤＭＩ受信器４２０およびコネクター４１０に関し
て上述されたように、ＨＤＭＩ信号をコネクター４９５に提供するための同様のＨＤＭＩ
信号インターフェースを含む。
【００７９】
　ここで説明されている素子の構成は、接続回路４００の好ましい実施形態を表す。表１
は、好ましい実施形態のための素子値の例示的セットを示す。
【００８０】
【表１】

【００８１】
　動作中に、コネクター４１０を介して受信されたＨＤＭＩ信号は、ＨＤＭＩ受信器４２
０において処理され、ＣＣＩＲ６５６ビデオ信号およびＩ2Ｓオーディオ信号としてＨＤ
ＭＩプロセッサー４７６に提供される。ＨＤＭＩプロセッサー４７６は、これらの信号を
デバイス内の他の処理ブロック（たとえば、図３のメインコントローラ３１０）に提供す
ることができ、または、ＨＤＭＩ信号に信号を変換して戻し、信号をコネクター４９５に
提供することができる。
【００８２】
　アクティブスタンバイモードと呼ばれる第１のスタンバイモードにおいて、ＨＤＭＩプ
ロセッサー４７６はパワーダウンされ、または電力リセット状態に保持され、ＨＤＭＩ受
信器が、ＨＤＭＩ入力信号の存在について、ＣＥＣまたはＶｃｃ２入力をモニターする。
１つまたは複数のデータライン上の検出信号エネルギー、ホットプラグ信号の存在、また
はＣＯＮＣＬＫおよびＣＯＮＤＡＴＡを介する通信の存在を含む、他の検出方法が可能で
あり得ることに留意することが重要である。
【００８３】
　ＣＥＣまたはＶｃｃ２入力が検出された場合、ＨＤＭＩ受信器４２０は、ＨＤＭＩ信号
の処理を開始し、また、Ｉ2ＣＩＮＴを介してＨＤＭＩプロセッサー４７６に割り込み信
号を送って、パワーアップをする、または電力リセット状態から抜け出る。信号パススル
ーモードと呼ばれる第２のスタンバイモードにおいて、通信およびデータ信号通過が、Ｈ
ＤＭＩ受信器４２０とＨＤＭＩプロセッサー４７６との間で開始する。割り込み信号は、
ＣＥＣまたはＶｃｃ２の存在がＨＤＭＩ受信器４２０の入力部から除去された後に、アク
ティブスタンバイモードの一部として、パワーダウンをする、またはＨＤＭＩプロセッサ
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ー４７６を電力リセット状態に戻すためにも使用され得る。
【００８４】
　ＣＥＣまたはＶｃｃ２入力が予め定義された時間期間（たとえば２時間）に存在しない
場合、ディープスタンバイモードと呼ばれる第３のスタンバイモードの一部としてリセッ
ト／パワーダウンモードにＨＤＭＩ受信器４２０を置くために、信号が別個の通信を介し
て別個の処理要素（図示せず）に送られ得る。
【００８５】
　次に図５を参照すると、本開示による信号処理デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接
続を制御するための例示的なプロセス５００のフローチャートが示されている。プロセス
５００は、主として図３で説明されたネットワークデバイス３００に関連して説明される
。プロセス５００のステップは、図２の信号受信デバイス２００に同様に適用することが
でき、図４Ａおよび図４Ｂで説明されたオーディオ／ビデオ接続回路４００に関して使用
されてもよい。加えて、プロセス５００のステップのうちの１つまたは複数は、図１にお
ける外部ネットワーク受信デバイス１２０、外部ネットワーク受信デバイス１３０、Ｍｏ
ＣＡネットワークデバイス１４０、またはローカルネットワークデバイス１６０に同様に
適用可能であり得る。更に、プロセス５００で説明されるステップのいくつかは、１回よ
りも多く実施されてもよく、または再帰的に実施されてもよいことに留意することが重要
である。そのような修正は、プロセス５００の全体的態様に何ら影響することなく行うこ
とが可能である。
【００８６】
　ステップ５０５で、必要に応じてデバイスが初期化され、ユーザ入力が決定される。ス
テップ５０５での初期化は、デバイス内部の要素とデバイス外部の要素との間の任意の通
信リンクを設定することを含むことができる。
【００８７】
　ステップ５１０で、電源ボタンが押されているかどうかについて決定が行われる。電源
ボタンは、フロントパネルインターフェース３１２の一部であってよく、または、信号が
ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２またはＩＲ受信器３２４を介してデバイスに送信される外
部リモートコントロール上のボタンであってもよい。ステップ５１０で、電源ボタンが押
されていない場合、プロセス５００はステップ５０５の初期化および決定に戻る。ステッ
プ５１０で電源ボタンが押されていると決定が行われた場合、ステップ５１５で、デバイ
スの現在の状態に関して決定が行われる。
【００８８】
　ステップ５１５でデバイスがオフ状態（たとえば、スタンバイモードのうちの１つ）に
あると決定されると、ステップ５２０で、デバイスがオンにされる。デバイスを通してＨ
ＤＭＩ信号を通過させるために特に用いるスタンバイモードを含む１つより多いスタンバ
イモードをデバイスが有することができることに留意することが重要である。ステップ５
１５で、デバイスがフルパワーまたはパワーオンされた状態にあると決定された場合、ス
テップ５２５で、デバイスは第１のスタンバイモードに置かれる。ステップ５２５での第
１のスタンバイモードは、アクティブスタンバイモードと呼ばれることがある。この第１
のスタンバイモードは、ＨＤＭＩ受信器３６２、ならびにスタンバイプロセッサー３２０
、ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２、およびＩＲ受信器３２４など他の通信要素への電力を
維持しながら、デバイス内の要素をパワーオフすることができる。
【００８９】
　また、ステップ５２５でスタンバイモードタイマーが開始されてよい。ステップ５２５
でのスタンバイモードタイマーは、スタンバイモード間の状態切り替えを制御するのに使
用されるいくつかのタイマーのうちの１つであり得る。特に、ステップ５２５でのスタン
バイモードタイマーは、第１のスタンバイモード中のアクティビティが無いことに基づい
て、第１のスタンバイモードと第２のスタンバイモードとの間の切り替えのタイミングを
決定する。好ましい実施形態では、タイマー期間は３時間であるが、他のタイマー期間が
使用されてもよい。タイマー機能は、スタンバイプロセッサー３２０またはＨＤＭＩ受信
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器３６２において維持および制御され得る。
【００９０】
　ステップ５３０で、入力信号がデバイスのＨＤＭＩ入力部で検出されるかどうかについ
て決定が行われる。ステップ５３０で入力信号が検出されない場合、ステップ５３５で、
ステップ５２５で開始され、さらにステップ５３０に進んだ第１のスタンバイタイマーに
基づいて、指定または所定の時間期間を超過しているかどうかについて決定が行われる。
ステップ５３５で、指定された時間期間を超過していない場合、プロセス５００はステッ
プ５２５に戻る。ステップ５３５で時間期間を超過している場合、ステップ５４０で、デ
バイスが、ディープオフモードと呼ばれる第２のスタンバイモードに置かれる。ステップ
５４０でのディープオフモードは、ユーザ対話に必要な最小限の回路のみ（たとえば、ス
タンバイプロセッサー３２０、ＲＦ４ＣＥトランシーバ３２２、およびＩＲ受信器３２４
）を動作させ、ＨＤＭＩ受信器３６２をパワーオフする。ステップ３０４でのディープオ
フモードはまた、残りのパワーオンされている要素のクロックレートをより低いクロック
レートに変更することを含むことができる。次いで、プロセス５００はステップ５０５に
戻り、開始を待つ。
【００９１】
　ステップ５３０で信号がＨＤＭＩ入力部で検出された場合、ステップ５４５で、デバイ
スは、ＨＤＭＩパススルーモードと呼ばれる第３のスタンバイモードに置かれる。ステッ
プ５４５でのＨＤＭＩパススルーモードは、ＨＤＭＩコネクター３６４で受信された信号
がＨＤＭＩコネクター３６６へと通過することを可能にするために必要とされる、アクテ
ィブスタンバイモードで電力供給されている回路構成に対する任意の追加の回路構成に電
力供給する。一実施形態では、すでに先に説明された他の回路構成に加えて、ＨＤＭＩ　
Ａ／Ｖプロセッサー３６０がパワーオンされる。
【００９２】
　ステップ５３０での信号検出は、１つまたは複数のモニター機能を用いて実現され得る
。好ましい実施形態では、家電通信（ＣＥＣ）インターフェース信号のようなＨＤＭＩ信
号における追加の制御信号が使用され得る。この信号は、ソースデバイス（たとえば、Ｃ
ＤまたはＤＶＤプレーヤ）によって生成され、モニターするために必要とされる追加の電
力が非常に少ない。この信号は、ＨＤＭＩ受信器３６２の出力部で割り込み信号として提
供され、スタンバイプロセッサー３２０またはＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０に提
供される。他の実施形態では、集積回路間（ＩＩＣ）通信などの他の通信がモニターされ
得る。通信の存在は、ＨＤＭＩ受信器３６２内のレジスタにおけるレジスタ値またはビッ
トをセットまたはリセットすることができる。レジスタは、スタンバイプロセッサー３２
０によって定期的に読み取ることができる。更に他の実施形態では、オーディオおよび／
またはビデオ信号の閾値レベルを有する直接電力レベル検出が使用され得る。
【００９３】
　次に、ステップ５５０で、入力信号がＨＤＭＩ受信器３６２に依然として存在している
かどうかについて決定が行われる。ステップ５５０で、ＨＤＭＩ入力信号が依然として存
在する場合、プロセス５００は、ステップ５４５に戻ってパススルーモードに留まり、再
びステップ５５０へ進む。ステップ５５０で、ＨＤＭＩ信号が除去されている、または時
間期間を超過しているという決定が行われると、プロセス５００はステップ５２５に戻り
、デバイスは、アクティブスタンバイモードに置かれ、再びステップ５３０へ進む。
【００９４】
　ステップ５５０での決定は、信号が存在しない時間期間を決定するために使用される第
２のスタンバイタイマーも含むことができる。好ましい実施形態では、第２のスタンバイ
タイマーに対する時間期間は３時間であるが、他の時間期間も可能である。入力信号が存
在しない時間からの第２のスタンバイタイマーにおける時間期間が超過していない場合、
プロセス５００はステップ５４５に戻る。入力信号が存在しない時間からの第２のスタン
バイタイマーにおける時間期間が超過している場合、プロセス５００はステップ５２５に
戻る。
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【００９５】
　ステップ５４０でのディープオフまたはディープスタンバイモードは第３のスタンバイ
タイマーも含むことができることに留意することが重要である。第３のスタンバイタイマ
ーは、指定された時間期間（たとえば１０分）に待機し、次いで、アクティブスタンバイ
モードに一時的に戻り、ステップ５３０で説明されたのと同様に、入力信号の存在を決定
することができる。信号が存在しない場合、デバイス３００は、ステップ５４０でディー
プオフまたはディープスタンバイモードに戻る。入力信号が存在する場合、デバイスは、
ステップ５４５でパススルーモードに進む。ディープオフまたはディープスタンバイモー
ドでの第３のスタンバイタイマーは、デバイス３００との追加のユーザ対話を最小限にし
ながら、パススルーモードに一時的に戻ることを可能にする。
【００９６】
　プロセス５００は、４つの動作モードのいずれかで動作し得るデバイスを説明している
。フルパワーオンモード（full power on mode）では、デバイスにおけるすべての機能が
利用可能であり、デバイスにおけるすべてのプロセッサーおよびコントローラが動作可能
である。具体的には、スタンバイプロセッサー３２０、メインコントローラ、３１０、お
よびＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０、ならびにすべての関連付けられた回路が、パ
ワーオンされ動作する。ディープオフモードでは、デバイスは信号処理について動作しな
いが、最小限の機能が維持される。具体的には、スタンバイプロセッサー３２０は、ＲＦ
４ＣＥトランシーバ３２２およびＩＲ受信器３２２を介して入力を受信する機能を維持す
ることができる。必要に応じて、データメモリおよび／または制御メモリ３３５は電力供
給されたままであってよい。また、デバイス上の電源ボタンに関係付けられた任意の機能
がパワーオンされ得る。アクティブスタンバイモードにおいて、ディープオフモード機能
は、入力ＨＤＭＩ信号の存在を決定する機能によって増強される。具体的には、ＨＤＭＩ
受信器３６２がパワーオンされ得る。ＨＤＭＩパススルーモードにおいて、アクティブス
タンバイモードは、デバイスを通してＨＤＭＩ信号を通過させる機能によって更に増強さ
れる。具体的には、ＨＤＭＩ　Ａ／Ｖプロセッサー３６０がパワーオンされ得る。いくつ
かの実現において、プロセス５００が、ディープオフモードの使用を除去しステップ５３
５および５４０を除去することによって修正され得ることに留意することが重要である。
【００９７】
　次に図６を参照すると、本開示によるデバイスにおける例示的な動作状態を示す状態図
６００が示されている。状態図６００は、主として図３で説明されたネットワークデバイ
ス３００および図５で説明されたプロセス５００に関連して説明される。状態図６００は
、図２の信号受信デバイス２００に同様に適用することができる。加えて、状態図６００
は、図１における外部ネットワーク受信デバイス１２０、外部ネットワーク受信デバイス
１３０、ＭｏＣＡネットワークデバイス１４０、またはローカルネットワークデバイス１
６０に同様に適用可能であり得る。
【００９８】
　状態図は、４つの状態６１０から６４０を含み、それらの順にデバイスによる電力消費
が低くなっていく。状態図６００は第１の状態６１０を含む。状態６１０は、フルパワー
オン状態である。６１０から、デバイスは、状態６３０、すなわち第１のスタンバイ状態
またはアクティブスタンバイ状態に移ることができる。状態６１０から状態６３０への移
動は、パワーダウンイベント（たとえば、デバイスをパワーオフするためのフロントパネ
ルインターフェース３１２またはリモートコントロールからのユーザ入力）の結果として
生じ得る。入力Ａ／Ｖ信号（たとえばＨＤＭＩ信号）の存在を決定した後に、デバイスは
、状態６３０から状態６２０、すなわちパススルースタンバイモードに移ることができる
。（たとえば、決定の後すぐ、または指定された時間期間を待機して）ＨＤＭＩ信号がも
はや存在しないと決定された場合、デバイスは、状態６２０から状態６３０に戻ることが
できる。更に、たとえば、入力信号が存在しない指定された時間期間を超過することに基
づいて、デバイスは、状態６３０から状態６４０、すなわちオフまたはディープスタンバ
イモードに移ることができる。
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【００９９】
　デバイスは、パワーオンイベントが決定されたとき、状態６２０、６３０、および６４
０のいずれからも状態６１０に戻ることができる。パワーオンイベントは、デバイス上で
電力ボタンを押すこと、または、デバイスを制御するために使用されるリモートコントロ
ール上の電力ボタンもしくは他の操作ボタンを押すことを含み得るが、これらに限定され
ない。
【０１００】
　本明細書の実施形態では、デバイスにおけるオーディオ／ビデオ接続を制御するための
装置および方法を説明している。実施形態は、フルパワーモード、ならびに電力消費を最
小限にするための複数の代替のスタンバイモードを活用するデバイスおよびプロセスを識
別する。より具体的には、実施形態では、ＭｏＣＡなどのローカルネットワークインター
フェースとＨＤＭＩなどの直接的デバイスインターフェースとの両方を含むデバイスのた
めのスタンバイ動作中の信号パススルーモード制御を説明している。このモードを使用す
る典型的なデバイスは、ネットワークデバイス、シンクライアントボックス、または中間
セットトップボックスを含むが、これらに限定されない。このタイプのデバイスは、メイ
ンコントロールボックス（たとえば、外部ネットワーク受信デバイス、ゲートウェイ、ま
たは他のコンテンツソース）とユーザディスプレイデバイスとの間で動作するための特徴
のみを含む。実施形態は、デバイスの動作のフルパワーオンモードに加えて、少なくとも
２つの別個の動作のスタンバイモードを識別する。デバイスがターンオフされるように指
示されたとき、ユーザ入力に基づいて、より低電力のスタンバイモードに入る。加えて、
より低電力のスタンバイモードで電力供給されたままの検出回路が、信号がデバイスへの
ＨＤＭＩまたは他のメディア入力部に存在するかどうかを決定し、モードをスタンバイか
ら、より高電力のパススルースタンバイモードに変更して、デバイスの入力部から出力部
へ信号が通過するようにする。入力部でアクティビティが無いと、デバイスは、より低電
力のスタンバイモードへ戻る。指定された時間期間の後、より低い電力のスタンバイモー
ドは更に、少なくとも検出回路がパワーオフされる非常に低電力のモードに入ることがで
きる。結果として、本開示は、デバイスにおけるスタンバイ動作中に信号パススルー動作
モードを実現しながら、電力消費を低減させるまたは最小限にすることに関係した問題を
解決する。
【０１０１】
　本開示の教示を組み込む実施形態が本明細書に詳細に示され、説明されているが、当業
者は、これらの教示を更に組み込む他の多くの異なる実施形態を容易に考案することがで
きる。（説明に役立つことを意図するが制限しない）デバイス上のメディアコンテンツデ
ータベースを管理するための方法および装置の好ましい実施形態を説明したが、修正およ
び変形が上記の教示に照らして当業者によって行われ得ることに留意されたい。したがっ
て、添付の特許請求の範囲で示されるような本開示の範囲内において本開示の特定の実施
形態に変更が行われ得ることを理解されたい。
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